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　パリのレ・アールの歴史は古く、12 世紀前半にルイ 6 世がシテ島から小
麦市場を移設したことに始まる。その後食料を風雨から守る屋根つきの建物
が作られ、いつしかパリじゅうの市場がこの地に集まってきた。オスマン大





























































にコンペで建築プランを募るが、デザインの選定は難航した。1848 年 2 月
にはバルタールの案に認可が与えられるが、今度は二月革命の混乱で宙づり








レオン 3 世の都市構想を具現化した建築物だ8）。全 12 棟を予定されたパビ
リオンは、1854 年から 57 年までに東側の 6 棟、1860 年から 68 年までに西
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自らに課した。その第 1 巻『ルーゴン家の運命』（1871）は、1851 年 12 月 7
日から 14 日という明確な時間的枠組みの中で、南仏の架空の都市プラッサ
ンで起きた共和派の暴動と鎮圧を描いている。主人公の少年シルヴェールと

















































通りは、ユゴーの『レ・ミゼラブル』（1862）第 4 部で描写される、1832 年































ラブル』を綴るユゴーの念頭には、1832 年 6 月 5 日の風景というよりむしろ、
1848 年の二月革命後に議員として当選し、ルイ・ナポレオン大統領を支持
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 2） Louis-Sébastien Mercier, Tableau de Paris, Livre I, Chapitre LXVIII, « Marchés », édi-





 4） イノサン墓地の歴史については、以下の著作を参照されたい。Christine Métayer, 
Au tombeau des secrets  : les écrivains publics du Paris populaire. Cimetière des 




の以下の著作を参照されたい。Alain Corbin, Les cloches de la terre : Paysage sonore 
et culture sensible dans les campagnes du XIXe siècle, Paris, Albin Michel, 1994 （Rééd. 
Flammarion, 2013）.（アラン・コルバン『音の風景』、小倉孝誠訳、藤原書店、1997 年。）




から描いている。（Voir Patrice de Moncan et Claude Heurteux, Le Paris d’Haussmann, 
フランス文化研究
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